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１． はじめに 

近年，我が国において，クルーズ船で寄港する訪日外

国人数は増加 1)しており，国土交通省「観光立国の推進」

では，2020 年までにクルーズ船による訪日外国人 100

万人を目指していたが，2015 年のクルーズ船による訪

日外国人数は約 112 万人となった。しかしながら，日本

における人口あたりのクルーズ船利用者率は 0.17%で

あり，米国，英国（4.30%，2.57%）と比較して極めて少

ない（図－１，右軸）2)。 

川崎ら 3)は日本人の未利用者を対象とし，クルーズツ

アーの潜在的需要分析を行った。その結果，乗船意向を

持つ人は比較的多く（519 人/1,000 人）存在するが，実

際には乗船まで至っていないことを明らかにした。し

かしながら，クルーズ船利用者が，乗船に至るタイミン

グや要因は明らかになっていない。クルーズ客船観光

の利用者が，クルーズ船を認知してから初めて乗船に

至るまでの要因（初回利用条件）を明らかにすることは，

乗船意向がある未利用者を乗船に促す方策をタイミン

グ良く講じるために重要と考えられる。   

そこで本研究では，クルーズ船の認知・検討・利用に

至る態度変容を分析し，利用に至る要因およびきっか

けなどを特定することを目的とする。 

 

図－１ 各国のクルーズ船乗客数の推移 2) 

２． 既存研究の整理と本研究の位置付け 

２．１ クルーズ船に関する研究 

柴崎ら 4)は階層分析法を用いて，クルーズ船利用者を

対象として寄港地の魅力度を算出している。その結果

の一部として，クルーズ客船観光の客層の特徴は，収入

や保有資産が比較的多く，時間に余裕のある高齢者層

が多いことを指摘している。さらに，クルーズ客船の利

用者はリピート率が高いことを指摘している。 

Kam ら 5)は北米のクルーズ利用者を対象として，オ

ンラインパネル調査を用いて，クルーズ船利用者の意

思決定に影響を与える要因を分析している。得られた

結果として，「乗船意向」がクルーズ乗船に最も大きく

影響を与える要因であること，その他「満足度」「社会

的影響」「非日常感」「リラックスしたい」等の要因が影

響することなどを示している。 

しかしながら，クルーズ船を利用するに至った者の

態度変容を分析した研究は筆者が知る限り存在しない。 

２．２ 態度変容に関する研究 

岡部ら 6)は，自動車広告と公共交通広告が交通手段選

択行動に与える影響を明らかにすることを目的とし，

共分散構造分析（以下，SEM）を用いて交通手段選択の

心理要因に与える影響を分析している。 

また，藤井 7)は，心理的方略に基づく交通計画を検討

するため，人々の態度と行動の変容を前提とする交通

計画のために必要とされている研究課題を明らかとす

ることを目的とし，SEM を用いて非協力行動から協力

行動への行動変容プロセスについて分析している。 

以上より，態度変容を分析した研究では SEM を用い

て分析がなされているのが通常である。よって，本研究

においても SEMを用いてクルーズ客船観光ツアーの認

知・検討・利用に至る態度変容を分析することとする。 

３． クルーズ船利用への態度変容分析の枠組み 

３．１ 態度変容プロセスの概念モデル 

 財やサービスを購入するまでの感情の変化を表す心

理プロセス概念として，AIDMA モデルがある。AIDMA

とは，Attention（注意），Interest（関心），Desire（欲求），

Memory（記憶），Action（行動）の消費行動のプロセス

を意味している。本研究では，AIDMA を援用して，ク

ルーズ船を初めて知った段階を「認知段階」，乗船を検

討している段階を「検討段階」，実際に乗船に至った段

階を「利用段階」とそれぞれ定義し，各段階において乗



 

 

 

船に至る影響要因がどのように変化するのかを明らか

にする。 

３． ２ 態度変容の数理モデル 

 本研究では，クルーズ船利用者の態度変容に影響し

ている要因を SEM により定量的に分析する。分析デー

タは横浜市大桟橋ふ頭にてクルーズ船利用者を対象に，

７回のアンケート調査により収集したサンプルを用い

る。心理プロセスモデルを構築する際に，各段階に影響

すると仮定した観測変数（SEM 入力変数）を表－１に

示す。未利用者の乗らない理由として「分不相応」「料

金が高い」「時間がない」が重要な要因 3)であったこと

から，段階ごとに３変数の影響度合いを比較するため，

重複項目として全段階に設置した。さらに，その他の変

数についても，船内サービスに係る要因（エンタテイメ

ント・アクティビティ）や，個人の嗜好・不安（船酔い・

非日常感）に影響する要因を各段階に設置した。 

また，初めてクルーズ客船を利用する者の感情は，旅

行代理店や乗船経験者から収集した様々な情報や意見

により変化する。その感情変化（心理プロセス）を分析

するため，各段階の設問時に時系列変化を定義した。  

表－１ アンケートより取得する観測変数 

 

４． アンケート調査 

４．１ 調査実施概要 

本研究では，横浜港に寄港するダイヤモンド・プリン

セス号下船時の，20 代以上の日本人の男女を対象とし

て，８月から 10 月までの計７回のアンケート調査を実

施した（表－２）。アンケートについては，表－１に示

す各段階の各変数に対して５：「強く感じた・大いに行

動した・よく知っている」，４：「感じた・行動した・知

っている」，３：「どちらともいえない」，２：「感じなか

った・行動しなかった・あまり知らなかった」，１：「全

く感じなかった・全く行動しなかった・知らなかった」

とする５件法での回答とした。負の影響を及ぼすと考

えられる変数については逆転項目とし，得られたデー

タを逆転させた値（例えば，選択：５→変換：１，選択：

４→変換：２）を用いることとする。 

表－２ 調査実施概要 

 

４．２ 基礎集計 

まず，段階別・情報手段別の回答割合（図－２）を見

ると，認知段階，検討段階ともに多くの方が「旅行会社」

による説明や情報と回答していることから，旅行会社

による情報発信が重要であることが分かる。「乗船経験

者からの情報」においては，認知段階では旅行会社によ

る情報発信に次いで，回答の多い情報手段であるが，検

討段階では最も少ない回答であった。これより，乗船経

験者からの情報はクルーズを認知する重要な手段であ

るが，検討段階においては重要ではないことが分かる。 

次に，乗船したきっかけを図－３に示す。初回利用時

のきっかけとして「家族友人からの誘い」が最も多く，

次いで「退職」が多い結果であった。乗船前の意識とし

て，利用意向があった人が 86%であったことから，以前

から利用意向があったものの，同行者の都合や時間的

制約から乗船に至らなかったことが考えられる。 

 

図－２ 各段階の情報収集手段（複数回答） 

 

図－３ 乗船に至ったきっかけ（複数回答） 
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５． 分析結果 

５．１ SEMモデルの構築 

５回目までのアンケート調査では，「分不相応」，「料

金が高い」，「時間がない」の重複項目は検討段階までし

か設けていなかったため，６，７回目の調査において，

新たに利用段階にもこれらの重複項目を設けた。その

ため，SEM 分析においては，６，７回目の調査で得ら

れたサンプル（n=377）を用いて分析することとした。

分析の結果から構築した SEM パス図を図－４に示す。

ここで，四角で囲まれた変数は観測変数であり，アンケ

ートにより把握した質問項目である。楕円で囲まれた

変数は潜在変数であり，認知・検討・利用の各段階を主

要なものとした。 

図－４に示す通り，各段階において，「分不相応」，「料

金が高い」，「時間がない」の３変数を比較するため，そ

れらが基本となる観測変数として設定した。また，その

他の変数については，各段階に「乗客嗜好・不安」や「船

内サービス」とし，乗船の意思決定に影響すると考えら

れる潜在変数を新たに追加した。パラメータ推定の結

果，符号条件はすべて想定通りの結果となり，t 値も良

好であった（GFI＝0.837，AGFI＝0.800，RMSEA＝0.077）。

ここで，推定値が正（負）となる変数は，乗船に対して

正（負）の影響を与えているものと解釈される。 

５．２ 態度変容要因の影響度の変化 

まず，「分不相応」，「料金が高い」，「時間がない」の

３変数は，すべての段階において有意水準を満たして

いる。さらに，標準化係数により比較を行った結果，検

討段階で旅行会社，説明会，乗船経験者から「安価なツ

アーがある」，「カジュアルなツアーがある」などの情報

を得ることにより，それぞれ「分不相応（推定値-0.835

（認知段階）➡-0.696（検討段階）➡-0.609（利用段階））」，

「料金が高い（推定値-0.772（認知段階）➡-0.717（検討

段階）➡-0.527（利用段階））」，「時間がない（推定値-0.628

（認知段階）➡-0.513（検討段階）➡-0.456（利用段階））」

と変容した（図－５）。 

以上のことから，検討段階においてクルーズに関す

る詳細な情報を得ることなどを理由として，これら３

変数に対して潜在的に意識している負の印象が徐々に

払拭されていくことが示唆された。 

次に，検討段階における潜在変数である「乗客嗜好・

不安」については，「短期クルーズ」の推定値（4.229）

が正のパラメータの中では比較的大きい。しかし，近年

のクルーズツアーはやや長期化する傾向にある。そこ

で，ツアー日数を短期化することにより，クルーズツア

ーへの参加可能性が高まるものと考えられる。 

「船酔いの不安」については，認知段階における標準

化係数は-0.390 であり，検討段階にて情報を得たことに

より，-0.208 と若干の減少が見られた。さらに，アンケ

ートの，「初めてクルーズを知ったときの印象はいかが

でしたか」という設問において，全体の約 20%の人から

船酔いの不安が挙げられている。インタビュー調査よ

り，船酔いの不安は日本人に比較的多いことが分かっ

ており，情報提供時に船酔いの不安を軽減するための

対策が必要であるといえる。 

 

図－４ SEM分析結果 
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図－５ 情報収集による３変数の変容 

５．３ セグメント別 SEMの構築と比較 

比較分析のため，性別・年代・世帯年収・初乗船前の

利用意向別・現役退職別でそれぞれモデルを構築した。

その中で，全く異なる３変数の変容が見られた，初乗船

前の利用意向別の比較を図－６に示す。元々利用意向

があった人の３変数の変容を実線で表しており，利用

意向のなかった人を点線で表している。利用意向のあ

った人は，全体の変容と同様に潜在的に意識している

負の印象が払拭されていく傾向が見られたことから，

「分不相応」，「料金が高い」，「時間がない」の負の印象

を払拭することが，利用意向のある未利用者の誘致に

必要であるといえる。 

一方で，利用意向のなかった人は，時間の推定値の変

容は小さく，分不相応・料金は検討段階で急激に上昇し，

利用段階に移る際に下降している。これは，利用意向の

なかった人の乗船きっかけが「家族友人・同行者の誘い」

が大半（60%）を占めていることから，乗船意向のあっ

た人から誘致され，客層のイメージや料金の低さを過

大評価していたことが考えられる。そのため，「実際の

料金設定や客層」と「同行者からの口コミで想像してい

たイメージ」が乖離したためだと推察される。 

 

図－６ 初乗船前の利用意向別変容の比較 

６．おわりに 

 本研究では，クルーズ客船観光に参加した日本人乗

船者へのアンケート調査を実施し，SEM を用いて初乗

船に至るまでの態度変容を分析した。その結果，「分不

相応」，「料金が高い」，「時間がない」の３変数は段階が

移るごとに，負の影響が緩和される可能性が示された。

さらに，モデル分析では「短期クルーズ」の推定値が大

きいことから，分不相応や高価格のイメージの払拭及

び比較的短いツアーの提供およびアピールが，初回利

用条件に重要な要因として特定された。 

 今後は，きっかけや情報源が，態度変容に及ぼす影響

を把握するために，きっかけや情報収集の手段を観測

変数としたモデルを構築する必要がある。さらに，利用

者と未利用者間では心理プロセスに違いがあると考え

られるため，利用経験の有無に着目した分析について

も今後の課題としたい。  
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